
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の基地局の動作を制御する移動スイッチング・センタを備えた無線通信システムに
おいて無線加入者に無線通信接続ハンドオフ・サービスを提供するためのシステムであっ
て、
　少なくとも１つの基地局からのページ応答／呼の開始の受信に応答して、複数のセル識
別を示すデータを格納するための手段、
　前記移動スイッチング・センタから前記少なくとも１つの基地局のうち第１の選択され
たものに無線通信チャネルを割り当てるための手段、
　前記無線加入者の１人から
応答して、前記複数のセル識別を示す前記受信データを検索するための手段、
　前記移動スイッチング・センタから前記少なくとも１つの基地局の選択されたものに無
線通信チャネルを割り当てるための手段

ことを特徴とするシステム。
【請求項２】
　請求項１のシステムにおいて、前記格納するための手段が：
　前記ページ応答を送信する前記少なくとも１つの基地局の 第１の のみからの
データを格納するための手段を備えることを特徴とするシステム。
【請求項３】
　請求項１のシステムにおいて、前記格納するための手段が：
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　前記ページ応答を送信する複数の前記少なくとも１つの基地局からのデータを格納する
ための手段を備えることを特徴とするシステム。
【請求項４】
　複数の基地局の動作を制御する移動スイッチング・センタを備えた無線通信システムに
おいて無線加入者に無線通信接続ハンドオフ・サービスを提供するための方法であって：
　呼の開始時に少なくとも１つの基地局からのページ応答の受信に応答して、複数のセル
識別を示すデータをメモリ内に格納するステップ；
　前記移動スイッチング・センタから前記少なくとも１つの基地局のうち第１の選択され
たものに無線通信チャネルを割り当てるステップ；
　前記無線加入者の１人からその後受信 ハンドオフ要求を示す に
応答して、前記複数のセル識別を示す前記受信データを検索するステップ；
　前記移動スイッチング・センタから前記少なくとも１つの基地局の選択されたものに無
線通信チャネルを割り当てるためのステップ

ことを特徴とする方法。
【請求項５】
　請求項４の方法において、前記格納するステップが：
　前記ページ応答を送信する前記少なくとも１つの基地局の 第１の のみからの
データをメモリ内に格納するステップを備えることを特徴とする方法。
【請求項６】
　請求項４の方法において、前記格納するステップが：
　前記ページ応答を送信する複数の前記少なくとも１つの基地局からのデータをメモリ内
に格納するステップを備えることを特徴とする方法。
【請求項７】
　複数の基地局の動作を制御する移動スイッチング・センタを備えた無線通信システムに
おいて無線加入者に無線通信接続ハンドオフ・サービスを提供するためのシステムであっ
て：
　加入者無線通信デバイスにおける加入者による、少なくとも１つの基地局からのページ
応答／呼の開始の受信に応答して、前記ページ応答／呼開始内に含まれる、複数のセル識
別および単一の強度指示を示すデータを格納するための手段；
　前記加入者無線通信デバイスによる使用のために、前記少なくとも１つの基地局のうち
第１の選択されたものに無線通信チャネルを割り当てるための手段；
　前記加入者無線通信デバイスからその後受信 ハンドオフ要求を示す

に応答して、前記複数のセル識別および前記単一の強度指示を示す前記受信データを
検索するための手段；
　前記加入者無線通信デバイスによる使用のために、前記少なくとも１つの基地局の第２
の選択されたものに無線通信チャネルを割り当てるための手段；

ことを特徴とするシステム。
【請求項８】
　複数の基地局の動作を制御する移動スイッチング・センタを備えた無線通信システムに
おいて無線加入者に無線通信接続ハンドオフ・サービスを提供するための方法であって：
　加入者無線通信デバイスにおける加入者による、少なくとも１つの基地局からのページ
応答／呼の開始の受信に応答して、前記ページ応答内に含まれる、複数のセル識別および
単一の強度指示を示すデータをメモリ内に格納するステップ；
　前記加入者無線通信デバイスによる使用のために、前記少なくとも１つの基地局のうち
第１の選択されたものに無線通信チャネルを割り当てるステップ；
　前記加入者無線通信デバイスからその後受信 ハンドオフ要求を示す

に応答して、前記複数のセル識別および前記単一の強度指示を示す前記受信データを
前記メモリから検索するステップ；
　前記加入者無線通信デバイスによる使用のために、前記少なくとも１つの基地局の第２
の選択されたものに無線通信チャネルを割り当てるステップ；
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ことを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、無線通信システムに関し、特に、無線通信システムにおいてセル間でハンドオ
フを処理する改良された方法のためのシステムに関する。
【０００２】
【従来の技術、及び、発明が解決しようとする課題】
無線通信システムの分野においては、無線通信サービスに対する需要の増大に対応するた
めに、セル・サイトおよびネットワーク・リソースを適切に割り当てることが課題である
。現在、ＣＤＭＡ無線通信サービスに対するアクセス失敗数および、かかる失敗に対する
無線通信システムの応答に伴って、ますます大きくなっている問題がある。呼の開始／終
了時、無線通信システムは、この呼の開始／終了に対応するために利用可能な基地局およ
びそれらの基地局の移動加入者局への各信号強度を識別するためのプローブを送出する。
移動加入者局の範囲内には多くの基地局があるので、この送信されたプローブには通常、
多数の応答がある。
【０００３】
通常、ＩＳ－９５ＢにおいてＣＤＭＡ無線通信サービスのこのアクセス失敗の問題に対処
するための手法は、移動加入者局および／または基地局の動作を調節することであった。
より具体的には、ＣＤＭＡのアクセスを向上させるため、ＩＳ－９５Ｂは、以下の手順を
提案した。
－アクセス・エントリ・ハンドオフ
－アクセス・プローブ・ハンドオフ
－アクセス・ハンドオフ
－ソフト・ハンドオフへのチャネル割り当て
【０００４】
しかしながら、アクセス失敗を大幅に減少させることができるのは、ソフト・ハンドオフ
へのチャネル割り当てのみである。ＩＳ－９５Ｂで実施される各々の機能は、ＣＤＭＡ無
線通信サービスのアクセス失敗において多少の性能改善を図ることができるが、ＣＤＭＡ
無線通信サービスのアクセス失敗の問題に断片的に対処すると、新たな機能の各々に追加
の呼処理が必要であるために、無線通信システムの過負荷を生じる可能性がある。また、
これらの機能は、相互に作用し、互いに妨害し合い、結果として基地局および移動スイッ
チング・センタの過負荷を招く恐れがあり、これが重大な呼処理エラーを生じる可能性が
ある。従って、現在、ＣＤＭＡ無線通信サービスのアクセス失敗の問題に対する効果的な
解決策は存在しない。
【０００５】
上述の問題は、無線通信接続ハンドオフ・サービス用の本システムによって解決され、本
システムによってこの分野における技術的な進歩が達成される。本システムは、移動スイ
ッチング・センタの観点からＣＤＭＡ無線の輻輳の問題に対処し、これによって、ＣＤＭ
Ａ無線通信サービスのアクセス失敗の問題を解決するための手法を提供する。動作におい
て、移動加入者局はメッセージを形成し、これを移動スイッチング・センタに送出して、
異なる基地局を介したアクセス・プローブに応答した様々な基地局の信号強度を示す。移
動スイッチング・センタは、後で移動加入者局が最初に選択した基地局の範囲外に移動し
た場合、音声コーダがない場合や範囲外に移動した場合等の基地局における何らかの障害
のために、選択されるはずの基地局に移動スイッチング・センタがアクセスできない場合
に用いるため、このデータをセーブする。移動スイッチング・センタは、格納したデータ
を調べ、識別した基地局の１つにＣＩＣが利用可能である場合には、チャネルを割り当て
、格納したデータを出力する。
【０００６】
【発明の実施の形態】

10

20

30

40

50

(3) JP 3754608 B2 2006.3.15

からなる



セルラ移動電気通信システムは、無線通信システムの一例を表し、各々が移動加入者局を
有する移動電気通信カスタマを、コモン・キャリアの公衆電話網が対応する陸上ベースの
カスタマおよび他の移動電気通信カスタマの双方に接続するサービスを提供するよう機能
する。かかるシステムでは、入来呼および出立呼は全て移動スイッチング・センタ（ＭＳ
Ｃ）を介してルーティングされる。ＭＳＣは複数の基地局に接続されており、基地局は、
その有効区域内に位置する移動加入者局と通信を行う。移動加入者局は基地局によってサ
ービスを提供され、基地局の各々は、更に大きいサービス領域の１つのセル内に位置する
。サービス領域内の各基地局は、通信リンク群によって移動スイッチング・センタに接続
されており、通信リンクは、直接的なものか、または複数の基地局にまたがることができ
るコントローラを介した間接的なものである。通信リンクはユーザ・データを伝達する。
ユーザ・データは、基地局と移動スイッチング・センタとの間の音声のデジタル表現とす
ることができる。各基地局は一群の無線送信機および受信機を含み、各々の送信機－受信
機対が１つの通信リンクに接続されている。各送信機－受信機対は、一対の無線周波数で
動作する。そのうち一方は移動加入者局に無線信号を送信するための周波数であり、他方
は移動加入者局から無線信号を受信するための周波数である。
【０００７】
ＣＤＭＡシステムでは、複数の送信機－受信機対が共通の周波数対を共用する。これは、
ＣＤＭＡに固有の直交符号化によって可能となる。セルラ通信接続の第１段階は、所定の
無線周波数対で動作する基地局における送信機－受信機対が活性化され、移動加入者局を
同一の無線周波数対に同調させた時に実行される。通信接続の第２段階は、移動スイッチ
ング局において実行され、この間に、呼の経路は、コモン・キャリア公衆電話網への出立
または入来トランクまで達する。この時点で、呼は確立されたと見なされる。移動スイッ
チング・センタは、移動カスタマの音声および／またはデータ信号を、通信リンクから入
来または出立トランクに切り替えるためのスイッチング・ネットワークを含む。移動通信
システムは、移動スイッチング・センタに関連した各基地局にあるか、または各基地局に
遠隔接続された移動電気通信コントローラによって制御される。移動電気通信コントロー
ラおよび関連する基地局コントローラは、複数のデータ・リンクによって接続される。移
動電気通信コントローラは、複雑なソフトウエアの制御のもとで動作し、スイッチング・
ネットワークを制御する。また、移動電気通信コントローラは、データ・リンク上で関連
する基地局コントローラと交換する制御メッセージを発生および解釈することによって、
関連基地局コントローラの動作を制御する。各基地局における基地局コントローラは、移
動電気通信コントローラからの制御メッセージに応答して、基地局における送信機－受信
機対の割り当てを制御する。また、各基地局における制御プロセスによって、選択した移
動加入者局の無線周波数への同調も制御される。
【０００８】
地上ベースのセルラ移動電気通信ネットワークにおいて、各セルは、基地局送信アンテナ
を中心に放射状に配された所定の大きさの空間から成り、空間の領域は、限定された高さ
を有する円筒形の体積にほぼ近い。従来のセルラ移動電気通信システムでは、移動加入者
局は全て地上ベースのユニット（自動車等）に設置されるので、基地局のアンテナ放射パ
ターンは地上に近接するように割り当てられ、基地局アンテナが発生する信号の偏波は、
本質的に垂直である。ある基地局での無線信号が隣接基地局での無線信号と干渉するのを
防ぐために、隣接基地局では基地局の送信機－受信機周波数および／または直交符号化が
異なるように選択を行い、隣接する送信機周波数および直交符号化の間に十分な信号の分
離を得て、隣接する基地局間での送信の重複を回避する。地上ベースの移動加入者局が呼
の接続を開始すると、ローカル基地局送信機からの制御信号によって、地上ベースの移動
加入者局内の周波数アジャイル送受信機を、この特定の基地局のために設計された動作周
波数および直交符号化で動作させる。地上ベースの移動加入者局が１つの基地局から別の
基地局に移ると、呼の接続は次の基地局にハンドオフされ、地上ベースの移動加入者局の
周波数アジャイル送受信機は、地上ベースの移動加入者局が現在動作している基地局に位
置する送信機の動作周波数および／または直交符号化を調節する。更に、ＣＤＭＡでは、
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移動加入者局が同時に複数の基地局と通信することが可能である。かかる構成は、一般に
ソフト・ハンドオフと呼ばれ、移動加入者局が１つの基地局から別の基地局に移るハンド
オフよりも好ましい。後者のタイプのハンドオフは、一般にハード・ハンドオフと呼ばれ
る。ソフト・ハンドオフでは、移動加入者局が、移動スイッチング・センタによってサポ
ートされるサービス・エリアを横断すると、移動加入者局にサービスを提供する複数の基
地局に基地局が追加されるか、または複数の基地局から基地局が削除される。しかしなが
ら、移動加入者局にサービスを提供する複数の基地局内の基地局は全て、同一の送信機－
受信機周波数で所与の移動加入者局と通信を行わなければならない。
【０００９】

図１は、無線通信加入者１００に無線通信接続ハンドオフ・サービスを提供するための本
システムのアーキテクチャのブロック図であり、これを実施する既存の民生用無線通信シ
ステムの一例である。図２は、無線通信加入者に無線通信接続ハンドオフ・サービスを提
供するための本システムの動作をフロー図の形態で示す。開示する本発明の記載において
、主なエンティティは、移動加入者局１０１、基地局１０２および１０４、ならびに移動
スイッチング・センタ１０３である。
【００１０】
移動スイッチング・センタ１０３は、移動電気通信コントローラ１１４を含む。コントロ
ーラ１１４は、リング周辺コントローラ・ノード（ＲＰＣＮ）１０５に接続された実行管
理プロセッサ（ＥＣＰ）１０４を含み、これらは双方ともリング構造１０６にリンクされ
ている。リング構造１０６は、移動スイッチング・センタ１０３内のエンティティ間で通
信を行うための伝達手段を提供する。また、移動電気通信コントローラ１１４内には、呼
処理／データベース・ノード（ＣＤＮ）１０７および管理呼処理ノード（ＡＣＤＮ）１０
８も含まれている。これらのエンティティの主な機能は、移動スイッチング・センタ１０
３に関連した呼処理の実行である。５ＥＳＳ－２０００スイッチＤＣＳ１０５が、基地局
１０２と１０４との間の電話接続を提供する。５ＥＳＳ－２０００スイッチＤＣＳは、Ｓ
Ｓ７ノード（ＳＳ７Ｎ）１０９Ａ、１０９Ｂを介してＩＭＳ／ＣＮＩリング１０６に接続
されている。基地局１０２および１０４は、セル・サイト・ノード（ＣＳＮ）１１０Ａ、
１１０Ｂを介してＩＭＳ／ＣＭＩリング１０６に接続されている。移動スイッチング・セ
ンタ１０３は、課金、管理、および保守等、追加のエンティティを必要とする追加の機能
を有する。しかしながら、これらのエンティティの対応する説明は、開示する本発明の実
施形態に必須のものではない。基地局１０２および１０４は、それぞれＲＦチャネル１１
１および１１２を用いて移動加入者局１０１と通信を行う。ＲＦチャネル１１１および１
１２は、コマンド・メッセージ、ならびに、移動加入者局１０１および遠隔地の関係者で
発せられている音声信号を表すことができるデジタル・データの双方を伝達する。ＣＤＭ
Ａシステムでは、移動加入者局は、少なくとも１つの基地局１０２と通信を行う。図１で
は、移動加入者局１０１は同時に２つの基地局１０２、１０４と通信を行っており、この
ためソフト・ハンドオフを形成する。しかしながら、ソフト・ハンドオフは、最大で２つ
の基地局に限定されるわけではない。規格ＥＩＡ／ＴＩＡ　ＩＳ－９５－Ｂは、６つもの
基地局によるソフト・ハンドオフをサポートする。ソフト・ハンドオフでは、所与の呼を
担当している複数の基地局は共同して動作し、ＲＦチャネル１１１および１１２上で発す
るコマンドが互いに一致するようにしなければならない。この整合性を達成するために、
担当基地局の１つは、他の担当基地局に対する主要基地局として動作することができる。
基地局は、セル・サイト・ノード１１０Ａ、１１０Ｂを介して他の基地局と通信する。む
ろん、移動加入者局１０１は、無線通信システムによって十分であると判定された場合、
単一の基地局とのみ通信を行うことも可能である。
【００１１】
移動セルラ電気通信システムは、同一のサービス・エリア内で複数の同時にアクティブで
ある通信を提供し、同時にアクティブである通信接続の数は、利用可能な無線チャネルの
数を超える。これを達成するには、単一の移動スイッチング・センタ１０３が担当するサ
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ービス・エリア内に多数の基地局１０２、１０４を提供することによって、チャネルを再
利用する。移動スイッチング・センタ１０３のサービス・エリア全体は、複数の「セル」
に分割され、その各々は、基地局１０２および関連する無線送信タワーを含む。セルの半
径は、基本的に、基地局のタワーから、移動加入者局１０１と基地局１０２との間で良好
な受信を実行可能な最も遠い位置までの距離である。従って、移動スイッチング・センタ
１０３のサービス・エリア全体は、隣接する複数のセルによってカバーされる。チャネル
集合を再利用する業界標準のセル・パターンが存在する。特定のセル内では、最初のセル
を中心とする円において周囲のセルをグループ化し、これらの周囲のセルで用いるチャネ
ルは、当該特定のセルで用いるチャネルや、他の周囲のセルの各々とは異なる。このため
、当該特定のセル内の無線送信タワーから発する信号は、周囲のセルの各々に位置する無
線送信タワーから発する信号と干渉しない。なぜなら、それらは周波数が異なり、直交符
号化が異なるからである。加えて、当該特定セルの伝送周波数を用いる次に近いセルは、
このセルから十分に遠いので、信号電力が大きく異なり、従って、受信機において十分に
信号阻止が行われ、信号の干渉が生じないことを保証する。セルの形状は、周囲の地形に
よって決定され、通常は円形でなく、地形の不規則性、建物や植物の影響、およびセル・
エリアに存在する他の信号減衰源のために、ゆがんでいる。このため、セル・パターンは
、本質的に単に概念上のものであり、様々なセルの実際の物理的な範囲を反映しない。な
ぜなら、実施されるセルは、六角形の形状ではなく、精密に規定された境界線を有しない
からである。
【００１２】
このシステムにおいて利用可能な制御チャネルを用いて、移動加入者局１０１と基地局１
０２との間の通信接続を確立する。呼が開始されると、制御チャネルを用いて、呼に関連
する移動加入者局１０１とローカルの担当基地局１０２との間で通信を行う。制御メッセ
ージが、移動加入者局１０１の位置を特定してこれを識別し、ダイアルされた番号を判定
し、通信接続のために基地局１０２が選択する一対の無線周波数および直交符号化から成
る利用可能な音声／データ通信チャネルを識別する。移動加入者局１０１内の無線装置は
、これらの指定された無線周波数および直交符号化を用いるために、内部に含む送信機－
受信機機器を再同調させる。一旦、通信接続が確立された後は、加入者が現在のセルから
隣接セルの１つに移動する場合に、この移動加入者局１０１を隣接セルにハンドオフする
ために必要であれば、通常、制御メッセージを送信して、送信機電力の調節および／また
は送信チャネルの変更を行う。基地局１０２において受信する信号の大きさは、移動加入
者局の送信機の電力および基地局１０２からの距離の関数であるので、移動加入者局１０
１の送信機電力を調節する。従って、送信機の電力を基地局１０２からの距離に対応する
ように調整することによって、受信信号の大きさを、セル内の他の送信と干渉することの
ない正確な信号受信を保証するための所定の値の範囲内に維持することができる。
【００１３】

アイドル・ハンドオフは、移動局アイドル状態の間に、移動加入者局１０１が１つの基地
局１０２の有効範囲から別の基地局１０４の有効範囲内に移動した場合に行われる。移動
加入者局１０１が、別の基地局１０４から、現在の基地局１０２からのものよりも十分に
強いパイロット・チャネル信号を検出した場合、移動加入者局１０１はアイドル・ハンド
オフを行うべきことを決定する。パイロット・チャネルが、ゼロ・オフセット・パイロッ
トＰＮ系列に対するそれらのオフセットによって識別される。パイロットのオフセットは
、パイロット探索に対するそれらのステータスを示すセットにグループ化される。移動局
アイドル状態における移動加入者局１０１に対して、以下のパイロット・オフセットのセ
ットが規定される。各パイロット・オフセットは、１つのみのセットのメンバである。

：　ページング・チャネルが監視されているフォワードＣＤＭＡチャ
ネルのパイロット・オフセット。

：　アイドル・ハンドオフの有望な候補であるパイロット・チャネルのオフセ
ット。隣接セットのメンバは、隣接リスト・メッセージ、拡張隣接リスト・メッセージ、
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および一般隣接リスト・メッセージにおいて規定される。
：　全ての可能なパイロット・オフセットのセット。

【００１４】
移動加入者局１０１は、ランダム・アクセス手順を用いて、アクセス・チャネル上で送信
を行う。ランダム・アクセス手順の多くのパラメータは、基地局１０２によって、アクセ
ス・パラメータ・メッセージ内で提供される。１つのメッセージを送出し、このメッセー
ジに対する承認を受信する（または受信に失敗する）プロセス全体を、アクセス・アテン
プトと呼ぶ。１つのアクセス・アテンプトは、１つ以上のアクセス・サブアテンプトから
成る。アクセス・サブアテンプトにおける各送信を、アクセス・プローブと呼ぶ。各アク
セス・プローブは、アクセス・チャネル・プリアンブルおよびアクセス・チャネル・メッ
セージ・カプセルから成る。
【００１５】
移動加入者局１０１が、１つのパイロットに対するアクセス・アテンプトのアクセス・プ
ローブの送信を中止し、別のパイロットに対するアクセス・アテンプトのアクセス・プロ
ーブの送信を開始した場合、これは、アクセス・プローブのハンドオフを実行すると言わ
れる。移動加入者局１０１が１つのパイロットに対するアクセス・プローブの送信を始め
た時に開始し、移動加入者局１０１がアクセス・プローブのハンドオフを実行するかまた
はこのメッセージの承認を受信したときに終了するアクセス・アテンプトの部分を、アク
セス・サブアテンプトと呼ぶ。アクセス・サブアテンプト内において、アクセス・プロー
ブは、アクセス・プローブ・シーケンスにグループ化されている。各アクセス・プローブ
・シーケンスに用いられるアクセス・チャネルは、現在のページング・チャネルに関連す
る全アクセス・チャネルから疑似ランダムに選択される。現在のページング・チャネルに
関連するアクセス・チャネルが１つのみである場合、アクセス・プローブ・シーケンス内
の全アクセス・プローブを、同一のアクセス・チャネル上で送信する。現在のページング
・チャネルに関連するアクセス・チャネルが２つ以上である場合、アクセス・プローブ・
シーケンス内の全アクセス・プローブを、現在のページング・チャネルに関連する異なる
アクセス・チャネル上で送信することができる。各アクセス・プローブ・シーケンスは、
最大で１＋ＮＵＭ＿ＳＴＥＰのアクセス・プローブから成る。各アクセス・プローブ・シ
ーケンスの第１のアクセス・プローブは、通常のオープン・ループ・パワー・レベルに対
して指定されたパワー・レベルで送信される。その後の各アクセス・プローブは、ＰＷＲ
＿ＳＴＥＰおよび以前のアクセス・プローブからの平均入力パワー変化および干渉補正変
化によって調節したパワー・レベルで送信される。
【００１６】
アクセス・プローブおよびアクセス・プローブ・シーケンスのタイミングは、アクセス・
チャネル・スロットで表される。アクセス・プローブの送信は、アクセス・チャネル・ス
ロットの最初に開始する。アクセス・チャネル上で送出されるメッセージには２つの種類
がある。すなわち、応答メッセージ（基地局メッセージに対する応答）または要求メッセ
ージ（移動加入者局によって自律的に送出される）である。応答メッセージを送出するた
め、および要求メッセージを送出するためには、異なる手順を用いる。各アクセス・プロ
ーブ・シーケンスの開始のタイミングは、疑似ランダムに決定される。また、アクセス・
プローブ・シーケンスのアクセス・プローブ間のタイミングも、疑似ランダムに発生する
。各アクセス・プローブの送信後に、移動加入者局は、スロットの終了から基地局からの
承認の受信まで、指定された期間、すなわちＴＡ＝（２＋ＡＣＣ＿ＴＭＯ S）×８０ｍｓ
だけ待機する。承認を受け取ると、アクセス・アテンプトは終了する。承認を受信せず、
移動加入者局が、現在のページング・チャネルに関連する同一のアクセス・チャネル上で
アクセス・プローブ・シーケンス内に全アクセス・プローブを送信すると、次のアクセス
・プローブは、０からＰＲＯＢＥ＿ＢＫＯＦＦ Sスロットまで、追加のバックオフ遅延Ｒ
Ｔ後に送信される。承認を受信せず、移動加入者局が、現在のページング・チャネルに関
連する全アクセス・チャネルからアクセス・チャネルを疑似ランダムに選択すると、次の
アクセス・プローブは、０からＰＲＯＢＥ＿ＢＫＯＦＦ Sスロットまで、追加のバックオ
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フ遅延ＲＴ後に送信される。移動加入者局は、直前のアクセス・アテンプトが終了するま
で、新たなアクセス・アテンプトを開始することはない。
【００１７】

移動加入者局１０１は、アクセス・ハンドオフを実行して、最良のパイロット強度を有す
るページング・チャネルおよび関連するアクセス・チャネルを用いることができる。移動
加入者局１０１は、基地局１０２からの応答を待っている時、または基地局１０２に応答
を送出する前に、アクセス・ハンドオフを実行することができる。アクセス・ハンドオフ
は、移動加入者局１０１がページ応答サブレートまたは移動局開始アテンプト・サブレー
トにある間に、アクセス・アテンプトの後に可能となる。
【００１８】
移動加入者局１０１がページング・チャネルの喪失を宣言した場合、移動加入者局１０１
がアクセス・アテンプトを実行しておらず、更に、以下の条件が全て満たされるならば、
移動加入者局１０１は、システム・アクセス状態において基地局１０２からの応答を待っ
ている間に、アクセス・ハンドオフを実行する。
新たな基地局がリストＡＣＣＥＳＳ＿ＨＯ＿ＬＩＳＴ内にあり、
ＡＣＣＥＳＳ＿ＨＯ Sが「１」に等しく、更に、
移動加入者局が、ページ応答サブレートまたは移動局開始アテンプト・サブレートにある
。
【００１９】
移動加入者局１０１が、ページング・チャネルの喪失を宣言した場合、移動加入者局１０
１がアクセス・アテンプトを実行しておらず、更に、以下の条件が全て満たされるならば
、移動加入者局１０１は、システム・アクセス状態にある間に、メッセージを受信した後
、このメッセージに応答する前に、アクセス・ハンドオフを実行する。
新たな基地局がリストＡＣＣＥＳＳ＿ＨＯ＿ＬＩＳＴ内にあり、
ＡＣＣＥＳＳ＿ＨＯ Sが「１」に等しく、
ＡＣＣＥＳＳ＿ＨＯ＿ＭＳＧ＿ＲＦＰ Sが「１」に等しく、更に、
移動加入者局が、ページ応答サブレートまたは移動局開始アテンプト・サブレートにある
。
【００２０】
移動加入者局１０１が、ページング・チャネルの不足を宣言した場合、移動加入者局１０
１がアクセス・アテンプトを実行しておらず、更に、以下の条件が全て満たされるならば
、移動加入者局１０１は、システム・アクセス状態において基地局１０２からの応答を待
っている間に、アクセス・ハンドオフを実行することができる。
新たな基地局がリストＡＣＣＥＳＳ＿ＨＯ＿ＬＩＳＴ内にあり、
ＡＣＣＥＳＳ＿ＨＯ Sが「１」に等しく、更に、
移動加入者局が、ページ応答サブレートまたは移動局開始アテンプト・サブレートにある
。
【００２１】
移動加入者局１０１が、ページング・チャネルの不足を宣言した場合、移動加入者局１０
１がアクセス・アテンプトを実行しておらず、更に、以下の条件が全て満たされるならば
、移動加入者局１０１は、システム・アクセス状態にある間に、メッセージを受信した後
、このメッセージに応答する前に、アクセス・ハンドオフを実行することができる。
新たな基地局がリストＡＣＣＥＳＳ＿ＨＯ＿ＬＩＳＴ内にあり、
ＡＣＣＥＳＳ＿ＨＯｓが「１」に等しく、
ＡＣＣＥＳＳ＿ＨＯ＿ＭＳＧ＿ＲＳＰ Sが「１」に等しく、更に、
移動加入者局が、ページ応答サブレートまたは移動局開始アテンプト・サブレートにある
。
【００２２】
移動加入者局１０１が新たな基地局１０４にアクセス・プローブを送信する前に、移動加
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入者局１０１は、関連する新たなページング・チャネル上のシステム・パラメータ・メッ
セージ、アクセス・パラメータ・メッセージおよび拡張システム・パラメータ・メッセー
ジに基づいてパラメータを更新し、それらのメッセージからのパラメータを処理する。移
動加入者局１０１は、関連する新たなページング・チャネル上の隣接リスト・メッセージ
、拡張隣接リスト・メッセージまたは一般隣接リスト・メッセージに基づいてパラメータ
を更新し、それらのメッセージからのパラメータを処理する。移動加入者局１０１が、移
動加入者局１０１を新たな基地局１０４から離すように差し向けるグローバル・サービス
転送メッセージを受信した場合、移動加入者局１０１は、新たな基地局１０４にアクセス
しない。移動加入者局１０１は、各アクセス・ハンドオフの後に１度のみ、これらのメッ
セージを処理する。ＡＣＣＥＳＳ＿ＰＲＯＢＥ＿ＨＯ Sが「０」に等しく、ＡＣＣＥＳＳ
＿ＨＯ Sが「１」に等しい場合、移動加入者局１０１がアクセス・アテンプトの間に最初
のページング・チャネルの喪失を宣言した後に、Ｔ 4 2 m秒間、移動局は、ＡＣＣＥＳＳ＿
ＨＯ＿ＬＩＳＴ内にある他のページング・チャネルを監視することができる。
【００２３】

移動加入者局１０１がページ応答サブレートまたは移動局開始アテンプト・サブレートに
ある場合、移動加入者局１０１は、アクセス・プローブ・ハンドオフを実行することがで
きる。送出されているメッセージが開始メッセージまたはページ応答メッセージである場
合、以下の条件が全て満たされると、移動加入者局１０１は、ＡＣＣＥＳＳ＿ＨＯ＿ＬＩ
ＳＴ内のパイロットに対するアクセス・アテンプトの間にアクセス・プローブ・ハンドオ
フを実行することができる。
ＡＣＣＥＳＳ＿ＰＲＯＢＥ＿ＨＯ Sが「１」に等しく、
移動加入者局が、ページ応答サブレートまたは移動局開始アテンプト・サブレートにあり
、更に、
移動加入者局が、現在のアクセス・アテンプトの間に、（ＭＡＸ＿ＮＵＭ＿ＰＲＯＢＥ＿
ＨＯ S＋１）よりも少ないアクセス・プローブ・ハンドオフを実行した。
【００２４】
また、送出されているメッセージが、開始メッセージまたはページ応答メッセージ以外の
メッセージであり、先の条件が全て満たされ、ＡＣＣ＿ＰＲＯＢＥ＿ＨＯ＿ＯＴＨＥＲ＿
ＭＳＧ Sが「１」に等しい場合、移動加入者局１０１は、ＡＣＣＥＳＳ＿ＨＯ＿ＬＩＳＴ
内のパイロットに対するアクセス・アテンプトの間にアクセス・プローブ・ハンドオフを
実行することができる。また、送出されているメッセージが、開始メッセージまたはペー
ジ応答メッセージであり、先の条件が全て満たされている場合、移動加入者局１０１は、
ＡＣＣＥＳＳ＿ＨＯ＿ＬＩＳＴ内にないパイロットに対するアクセス・アテンプトの間に
アクセス・プローブ・ハンドオフを実行することができる。
ＡＣＣ＿ＨＯ＿ＬＩＳＴ＿ＵＰＤ Sが「１」に等しく、
ＡＣＣＥＳＳ＿ＰＲＯＢＥ＿ＨＯ Sが「１」に等しく、
新たなパイロットが、ＡＣＣＥＳＳ＿ＨＯ＿ＬＩＳＴにあるいずれのパイロットよりも強
力であり、
新たなパイロットが、「１」に等しいＮＧＨＢＲ＿ＲＥＣ内の対応するＡＣＣＥＳＳ＿Ｈ
Ｏ＿ＡＬＬＯＷＥＤフィールドを有し、
ＡＣＣＥＳＳ＿ＨＯ＿ＬＩＳＴ内に新たなパイロットを含むことによって、アクセス・チ
ャネル・メッセージが最大カプセル・サイズを超えることはなく、
ＡＣＣＥＳＳ＿ＨＯ＿ＬＩＳＴ内に新たなパイロットを含むことによって、メンバの数が
Ｎ 1 3 mを超えることはなく、
移動加入者局が、ページ応答サブレートまたは移動局開始アテンプト・サブレートにあり
、更に、
移動加入者局が、現在のアクセス・アテンプトの間に、（ＭＡＸ＿ＮＵＭ＿ＰＲＯＢＥ＿
ＨＯ S＋１）よりも少ないアクセス・プローブ・ハンドオフを実行した。
【００２５】
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また、送出されているメッセージが、開始メッセージまたはページ応答メッセージ以外の
メッセージであり、先の条件が全て満たされ、ＡＣＣ＿ＰＲＯＢＥ＿ＨＯ＿ＯＴＨＥＲ＿
ＭＳＧ Sが「１」に等しい場合、移動加入者局１０１は、ＡＣＣＥＳＳ＿ＨＯ＿ＬＩＳＴ
内のパイロットに対するアクセス・アテンプトの間にアクセス・プローブ・ハンドオフを
実行することができる。上述の条件が満たされる場合、移動加入者局１０１がページング
・チャネルの喪失を宣言した場合、移動加入者局１０１はアクセス・プローブ・ハンドオ
フを実行することができる。また、ＴＡタイマが切れて、移動加入者局１０１がページン
グ・チャネルの不足を宣言した後に、移動加入者局１０１は、アクセス・プローブ・ハン
ドオフを実行することができる。
【００２６】
移動加入者局１０１が新たな基地局１０４にアクセス・プローブを送出する前に、移動加
入者局１０１は、関連する新たなページング・チャネル上のシステム・パラメータ・メッ
セージ、アクセス・パラメータ・メッセージおよび拡張システム・パラメータ・メッセー
ジに基づいて、パラメータを更新し、それらのメッセージからのパラメータを処理する。
移動加入者局１０１は、関連する新たなページング・チャネル上の隣接リスト・メッセー
ジ、拡張隣接リスト・メッセージまたは一般隣接リスト・メッセージに基づいて、パラメ
ータを更新し、それらのメッセージからのパラメータを処理する。移動加入者局１０１が
、移動加入者局１０１を新たな基地局１０４から離すよう差し向けるグローバル・サービ
ス転送メッセージを受信した場合、移動加入者局１０１は、新たな基地局１０４にアクセ
スしない。移動加入者局１０１は、アクセス・アテンプトの間のアクセス・サブアテンプ
ト毎に１度のみ、これらのメッセージを処理する。
【００２７】
移動加入者局１０１がアクセス・プローブ・ハンドオフを実行する場合、移動加入者局１
０１は、アクセス・サブアテンプトの第１のプローブ・シーケンスの第１のプローブから
始めて、新たなパイロットのアクセス・アテンプト・プローブ・シーケンス・ナンバを再
開する。移動加入者局１０１は、アクセス・アテンプトが終了するまで、そのアクセス・
プローブ・ハンドオフ・カウントをリセットしない。送出対象のメッセージの長さが新た
な基地局のＭＡＸ＿ＣＡＰ＿ＳＩＺＥを超える場合、移動加入者局１０１は、アクセス・
アテンプトを中止させる。移動加入者局１０１は、Ｔ 4 2 m秒の間、ＡＣＣＥＳＳ＿ＨＯ＿
ＬＩＳＴにある他のページング・チャネルを監視することができる。
【００２８】

ＡＣＣＥＳＳ＿ＨＯ＿ＬＩＳＴは、システム・アクセス状態に入った後、第１のアクセス
・プローブを送信する直前に生成する。これを生成する場合、以下に該当するパイロット
のセットとして、ＡＣＣＥＳＳ＿ＨＯ＿ＬＩＳＴを規定する。
全メンバの強度がＴ＿ＡＤＤを超える。
アクティブ・セット・パイロット以外の各メンバは、「１」に等しいＮＧＨＢＲ＿ＲＥＣ
内の対応するＡＣＣＥＳＳ＿ＨＯ＿ＡＬＬＯＷＥＤフィールドを有する。
移動加入者局がシステム・アクセス状態に入った場合に移動加入者局が監視するアクティ
ブ・セット・パイロットを含む。
【００２９】
リストとして、以下のサイズの条件を満たす。
最大カプセル・サイズを超えることなく、全メンバを、アクセス・チャネル・メッセージ
内に含むことができる。
メンバ数は、Ｎ 1 3 mを超えない。
【００３０】
上述の基準に合致するパイロット・セットが２つ以上ある場合、移動加入者局は、初期Ａ
ＣＣＥＳＳ＿ＨＯ＿ＬＩＳＴ内に、上述の基準に合致し、最大のパイロット強度を有する
メンバを有するパイロット・セットを含む。
【００３１】
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移動加入者局１０１が、以前にＡＣＣＥＳＳ＿ＨＯ＿ＬＩＳＴに含まれていなかったパイ
ロットに対するアクセス・プローブ・ハンドオフを実行する場合、ＡＣＣＥＳＳ＿ＨＯ＿
ＬＩＳＴにそのパイロットを加える。移動加入者局１０１は、ＡＣＣ＿ＨＯ＿ＬＩＳＴ＿
ＵＰＤ Sが「１」に等しい場合に、アクセス・プローブを送信する前に、ＡＣＣＥＳＳ＿
ＨＯ＿ＬＩＳＴに、アクティブ・セット・パイロット以外の１つ以上の新たなパイロット
を加えることができる。以降のアクセス・プローブを送信する前にこれを更新する場合、
以下に該当するパイロット・セットとしてＡＣＣＥＳＳ＿ＨＯ＿ＬＩＳＴを規定する。
アクセス・プローブを送信していない全メンバの強度がＴ＿ＡＤＤを超える。
システム・アクセス状態における第１のアクセス・プローブが送信されたパイロット以外
の各メンバは、「１」に等しいＮＧＨＢＲ＿ＲＥＣにおける対応するＡＣＣＥＳＳ＿ＨＯ
＿ＡＬＬＯＷＥＤフィールドを有する。
次のアクセス・プローブを送信するアクティブ・セット・パイロットを含む。
システム・アクセス状態に入って以来アクセス・プローブを送信した全パイロットを含む
。
【００３２】
リストとして、以下のサイズの条件を満たす。
最大カプセル・サイズを超えることなく、全メンバを、アクセス・チャネル・メッセージ
に含むことができる。
メンバ数は、Ｎ 1 3 mを超えない。
【００３３】
上述の基準に合致する、システム・アクセス状態における第１のアクセス・プローブを送
信して以来アクセス・プローブが送信されたメンバを除いて、パイロットが２つ以上存在
する場合、移動加入者局１０１は、システム・アクセス状態における第１のアクセス・プ
ローブを送信して以来アクセス・プローブが送信されたメンバを除いて、上述の基準に合
致し、最大のパイロット強度を有するメンバを有するパイロット・セットを、ＡＣＣＥＳ
Ｓ＿ＨＯ＿ＬＩＳＴ内に含む。
【００３４】

無線通信接続ハンドオフ・サービス１１５のためのシステムは、移動スイッチング・セン
タ１０３において動作する。図２は、無線通信接続ハンドオフ・サービスを無線通信加入
者１１５に提供するための本システムの動作を、フロー図の形態で示す。このシステムの
原理は、移動加入者局１０１からの入来サブレート呼を、基地局１０２を介して、選択分
配ユニット１１０Ａへの出立チャネルに、次いで移動スイッチング・センタ１０３上へと
接続しなければならないことを想定する。既存のシステムでは、入来チャネルは移動加入
者局１０１によって選択され、サブレート・チャネルは移動スイッチング・センタ１０３
によって選択される。この結果、選択されたサブレート・チャネルを通じて基地局１０２
を介した接続が行われる。ここで、同一の呼のために、異なる選択分配ユニット１１０Ｂ
を介して接続された異なる基地局１０４から、第２のサブレート・チャネルを確立しなけ
ればならないことを想定する。移動スイッチング・センタ１０３はトランクＣＩＣを選択
するので、移動スイッチング・ネットワークにアクセス・プローブＨＯを取り入れた場合
、移動スイッチング・センタ１０３から多数の基地局への多数の接続を、移動スイッチン
グ・センタ１０３によってハンティングして、単一の呼に対応する必要があり得る。現在
、移動スイッチング・センタ１０３は、呼の開始／終了の間にＨＯ要求に応じるために２
つの選択肢を有する。第１の選択肢は、チャネル割り当てメッセージによって、ＰＡＧＥ
　ＲＥＱＵＥＳＴに応答すると共に以後受信する応答を無視するＣＩＣを、第１の基地局
１０２に供給することである。このプロセスによって、アクセス・プローブＨＯの機能が
提供する利点は取り消される。第２の場合は、チャネル割り当てメッセージによって、基
地局の全てに、ＰＡＧＥ　ＲＥＳＰＯＮＳＥに応答すると共に、どれが選択分配ユニット
を制御するかに関して基地局自身に争わせるＣＩＣを供給する。多数の選択分配ユニット
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が呼に対応することはできないために、このプロセスは失敗するはずである。
【００３５】
これに対して、第１の基地局１０２からのＰＡＧＥ　ＲＥＳＰＯＮＳＥ．ｐｒｏｂｅＨＯ
メッセージの受信に応答して無線通信接続ハンドオフ・サービス１１５を提供するための
本システムは、第１のＰＡＧＥ　ＲＥＳＰＯＮＳＥが移動スイッチング・センタ１０３に
到着すると、ステップ２０１において、ＰＡＧＥ　ＲＥＳＰＯＮＳＥまたはＣＭ　ＲＥＱ
ＵＥＳＴ内に含まれるセルＩＤをセーブする。第１の受信されたＰＡＧＥ　ＲＥＳＰＯＮ
ＳＥ内に含まれるセルＩＤは、アクセス・プローブＨＯに伴うものである可能性が高い。
移動スイッチング・センタ１０３は、ステップ２０２において、ＣＩＣを含むチャネル割
り当て要求を第１の基地局１０２に送信する。ステップ２０３において、第２の基地局１
０４からのＰＡＧＥ　ＲＥＳＰＯＮＳＥ．ｐｒｏｂｅＨＯメッセージの受信に応答して、
無線通信接続ハンドオフ・サービス１１５を提供するための本システムは、ＰＡＧＥ　Ｒ
ＥＳＰＯＮＳＥ内に含まれるセルＩＤをセーブするか、または、受信したメッセージを無
視する。続いて、移動加入者局１０１が第１の基地局１０２のサービス・エリア外に移動
し、ステップ２０４においてＡｃｃｅｓｓＰｒｏｂｅ　ＨＯの指示と共に基地局１０２か
ら割り当て失敗を受信すると、移動スイッチング・センタ１０３は、ステップ２０５にお
いて、ＨＯ＿ＲＥＱＵＥＳＴメッセージを、メモリ内に格納された次のセルＩＤによって
識別される基地局（第２の基地局１０４）に送出する。移動スイッチング・センタ１０３
は、ＩＳ－９５Ｂ移動局が発した呼のために、常にＣＩＳをハンティングしているそのリ
ソースを無駄にせずに済み、移動スイッチング・センタのリアル・タイム容量が劇的に増
大することが暗示される。アクセス・プローブＨＯは、基地局を過負荷状態とするＣＡＭ
ＳＨＯ（ソフト・ハンドオフへのチャネル割り当て）と衝突しない。
【００３６】
概要
無線通信接続ハンドオフ・サービスのためのシステムは、移動スイッチング・センタの観
点からのＣＤＭＡ無線輻輳の問題に対処することによって、ＣＤＭＡ無線通信サービスの
アクセス失敗の問題に対する一本化されたアプローチを提供する。動作において、移動加
入者局は、メッセージを形成し、これを移動スイッチング・センタに送出して、アクセス
・プローブに応答した様々な基地局の信号強度を示す。移動スイッチング・センタは、後
の時点で移動加入者局が最初に選択した基地局の範囲外に移動した場合に用いるために、
このデータをセーブする。移動スイッチング・センタは、格納したデータを調べ、識別し
た基地局の１つにＣＩＣが利用可能であれば、チャネルを割り当て、格納したデータを出
力する。このため、別のプローブ・シーケンスの必要性は回避され、呼のハンドオフを処
理するために、最初に提供された基地局信号強度データが再使用される。
【図面の簡単な説明】
【図１】無線通信加入者に無線通信接続ハンドオフ・サービスを提供するための本発明の
アーキテクチャのブロック図であり、これを実施する既存の民生用無線通信システムの一
例を示す図である。
【図２】無線通信加入者に無線通信接続ハンドオフ・サービスを提供するための本システ
ムの動作をフローチャートの形態で示す図である。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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